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本書では各章の始めを,対称美の日本的表現で

ある紋章をｶﾂﾞﾄに用いて飾った.文様の世界で

のこれらの呼び名は下記のとおりである.これら

の文様の対称性と章の番号との対応は,読者の賢

察に委ねる,

0｡絹巻手鞠

1.折鶴

2.二つ追掛稲の丸

3.三開唐傘

4.四つ茶実

5.剣五つ葵

6,六つ瓜唐花

7.七本矢車

8｡石持落し八つ鷹羽車

9.九つ丁子

10.蔭の重桔梗

11.丸に上羽蝶

12.丸二つ袋

13.糸輪三つ重爽剪

14.丸に四方剣片喰

要するに文様は点群の幾何学的実現である.
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